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３ 研修内容

研修テーマ 信頼関係構築プログラム～ゲームを活用した信頼関係づくり～

（１）研修選定の理由

『 』 。東京学芸大学附属世田谷小学校では 総合学習活動 という学習が位置づけられている,
その活動のねらいとして、以下の２点が挙げられている。

１．子どもの生活を基盤とする具体的な活動や体験を通して、子ども自らが学ぶ意欲・態

度と能力を育てる。

２．共に学ぶ仲間と活動や体験を共有し、そこから生まれた問題の解決を目指して互いに

考えを出し合うよりよい人間関係を育てる。

以上２点のねらいは、生活科で重要視されている、具体的な活動や体験を通して、共に

学んだり、表現したりすることができる力を伸ばすことができると感じた。また、一人一人

が主体的に学ぶ態度を育成するためには、他者との関わりが重要であるのではないかと考え

た。このような特徴的である学習活動を行っている先進的な学校で、実践的な研修を行い日

々の授業に活かしていきたいと考えたため選定をした。

（２）講話

①授業づくりについて

、 。（ ）○具体的な児童の姿を想定し 学習状況の評価を大切にする 合科的な指導における評価

・評価規準に基づいて活動の中で『具体的な児童の姿』を設定する。設定した児童の姿を

意識しながら、授業の中で見取り、評価していくことが重要。

・発表活動や表現活動の中で、児童に「なんで？ 「その理由は？」など問い返したり、」

尋ねたりすることで一人一人の多様な考え方や、育ちを広げていくことが大切。

・表現活動を大切にすることで、子どもたちに「伝えたい」という意欲を高めていくよう

な評価、コメントを大切にする。

・全ての子に違った評価を書けるようにすることで、一人一人の成長を認め、学習意欲の

向上を図る。

○体験活動と表現活動を相互に繰り返し、主体的な学習に取り組むこと、他者と協同して課

題を解決しようとする学習活動を位置づけること。

・生活科には、４つの『体験活動』が重要になってくる。

①充実感 ②達成感 ③自己有能感 ④一体感

を実感できるような学習活動を位置づけることによって主体的に学習に取り組む態度を

育成していく。

・生活科は２年間を見通した全体計画、年間指導計画、単元計画を適宜見直さなければな

らない。体験活動と表現活動が効果的に位置づけられるようにする。

、 。 、 、・総合的な学習の時間は 探究的な学習としての充実を図る 課題を設定し 情報を収集し

情報を整理して分析し、まとめて表現する活動を繰り返すことで学習を深めていく過程を

大切にする。

・リフレ－ミング（振り返り）の時間を充実させる。課題を達成するためには、課題達成の

方法が適切なのか振り返りさせることも必要である。やり方を根本的に考え直すことで、

課題解決の糸口が見つかることもあるという体験も大切な学びである。



②信頼関係構築プログラム～他者との協同して学ぶための学習～

世田谷小学校では、生活科、総合的な学習の時間と共に 『総合学習活動』を設け、他者、

との関わり方を学ぶ「信頼関係構築プログラム」を取り入れている。このプログラムには、

５つの段階に分けられている。今回の研修では、実際に、信頼関係構築プログラムの指導案

を基に授業を行った。教師側の準備の大切さ、場の設定や指示の仕方を学ぶことができた。

○５つの段階

①アイス・ブレイキング（新しい出会い）

②ディヒインヒビダイザー（気づき・思考）

③トラスト（他者との信頼関係）

④イニシアティブ（協同的課題解決）

⑤至高体験（達成感、自己有能感）

これらの段階をゲームとして体験していくことで、子どもたちの中に『学び合う』態度を育

成する。ゲームを行うときには必ず『一言語、一動作、一確認』を徹底的に留意して指導にあ

たる。

【信頼関係構築プログラム 指導案】

実際に行った授業例（課題解決）

①正方形の板を３枚用意する。

（一辺の長さが異なる物）

②板の上に、アイスブレイキングな

どでグルーピングされた仲間で全

。（ ）員乗る １グループ１０人程度

③乗ることができたら、全員で１０

数える。

④正方形を作っているシートを１枚

ずつ減らしていく。

⑤②～④を繰り返していく。

【ねらい・留意事項】

・自分たちで目標を決めること。

・失敗しても、リフレ－ミング（振

り返り）をすることで、さまざま

な課題解決の方法を話し合う。

。 。・よくできましたね すごいですね

というそれまでの挑戦を達成した

ことを認めること。

・時間設定についても考えさせる。

４ 感想

今回の研修では、生活科・総合的な学習は、一人一人の学びを認めて大切にすることや、

評価の工夫で子どもたちの学ぶ意欲が高まっていくと改めて学んだ。また、体験活動を効果

的に位置づけることによって、他者との考え方の違いに気づき、学びを深めることができる

と感じた。

しかし、子どもたちの中には、なかなか他者と上手く関われなかったり、考え方の違いを

受容できなかったりする子どももいる。学級の中で、子どもたち同士の信頼関係が構築され

ていなければ、協同学習も効果を発揮できないと思う。年間指導計画なども見直し、各教科

や各学年との関連を図りながら、目標を持って指導に当たっていきたい。授業も実際に行っ

たので、実践例を上手く取り入れながら、今後の教育活動の充実を図っていきたい。


